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－３.串原中学校の森の健康診断 

 

 森の健康診断の会場として串原小中学校をお借

りすることから、直前の５月２４日に学校を訪ね

た。会場借用の打ち合わせはすぐ終わり、串原中

学校の森林学習の話に進んだ。中学校では昨年か

ら「活気ある串原」にするために「活木（かっき）

プロジェクト」と名付けて、生徒たちが間伐材な

どを地元林業者の指導のもとで一緒にキャンプ場

の薪などに加工して販売して学用品の購入などに

役立てている活動がある。今回の森の健康診断の

手法を用いながら森づくりの大切さと同時にプロ

林業者の凄さやカッコよさを伝えたい、というこ

とになった。 

 生徒たちにとって２０００年９月の恵南（東海）

豪雨被害は自分が産まれるはるか前の出来事。矢

作ダムが４万立米の流木に湖面を覆いつくされた

ことはもう昔話ですらないのかもしれない。そこ

で、座学ではまず防災観点で２０００年９月の出

来事を振り返る。次に森の役割や豪雨時の土砂崩

落のメカニズム、森林と林業・山村地域を取り巻

く状況について学んでもらう。現場では中学生向

けにアレンジされた森の健康診断的手法で科学的

に調査し、そのデータで導き出された結果を尊重

して自ら森をデザインし、生徒たちが１００平米

の円形プロット内を選木する。それをプロ森林技

能者がチェーンソーで伐倒し、その間伐作業を同

じくベテラン技能者である小林太朗さんが絶対安

全な位置から模型も使いながら作業の流れや意味

を解説する。適正本数伐倒後に切り株元に集まり

空を見上げ空開きを体感し、感想を述べあう。・・・

というプログラムを小林さんと丹羽で組み立て実

施した。彼らは何を感じ、このことが彼らと串原

の森のミライにつながる一歩になっただろうか。 
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